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○本物の力を培う時・・・ 
５日（火）の稲西っ子ひろば（全校朝会）で、霜月の話をしました。秋の深まりを感じる澄み切った空、

つるべ落としの夕日、落葉樹のあでやかな粧い、落ち葉を踏む乾いた音・・・。５年生の国語の教科書に

は、｢秋の夕暮れ」として、『枕草子』の一節が、秋の情景を味わう教材として取り上げられています。 

秋から冬へと季節が向かう中、学校生活では、後期がスタートして３週間が過ぎたところです。今月に

は、メープルフェスティバル（図書館まつり）、通学班まとまりアップ運動（集団登校）、なかよし集会

（異年齢集団での大縄大会）、稲西学級（学校開放）、芸術鑑賞会（見まもり隊感謝の会を含む）、ひび

きあいキャンペーン（人権週間に基づく活動）等の行事が続いていきます。アクティブに活動することが

多い反面、じっくりと落ち着いて学習や生活に取り組むことのできる良い時期でもあります。 

この時期にこそ、本物の力を育んでほしいと思っています。例えばあいさつの姿は、校内では多くの子

ができていると感じています。しかし、地域の中ではどうでしょうか。時と場が変わっても、自然にでき

てこそ本物です。子どもたちには「いつでも、どこでも、誰にでも」できることが本物の証だと話をしま

した。まずは形から入りますが、その行為の意味を深く知り、心からにじみ出てくる本物の姿を自ら求め

て実践できる子どもたちになってほしいと願っています。あいさつのほかにも、落ち葉拾いなどのボラン

ティア手帳の取組、自主学習の取組、学習姿勢づくり････などなど。 

本物を目指させていくために、我々は子どもたちが取り組んでいる

ことを認め、励ましの働きかけをしていくことが必要だと感じていま

す。自己肯定感、自己有用感の高まりは、子どもたちの自信となりま

す。自信は行動力につながっていきます。どうか、ご家庭、地域にお

いても子どもたちの取組に対して、認め、励ましのお声がけをお願い

いたします。いいなレターの取組も軌道に乗り始めました。地域を挙

げて、子どもたちの本物の力の育成に関わっていただければと願って

います。                             △ 朝の落ち葉拾いボランティアの様子 

 

学校開放デー･･･・・・稲西学級 
恒例となっています稲西学級は、今月１６日（土）に開催です。すでに、ご案内をしているところです

が、地域の皆様にも広く学校を知っていただく学校開放事業です。講座の講師を地域からお願いしたり、

地域の素材を取り上げたりしています。地域の学校として、保護者の皆様だけでなく、地域の皆様にも多

数ご参加いただき、子どもたちと一緒に音楽を鑑賞したり、活動したり、お話を聞いたりして、稲西小校

区の地域の一体感を培っていただく機会にしたいです。 

第１部 （9:00~9:50） 

かかみのキッズとお琴の小島いそえ先生方とのコラボレーションコンサート･･･体育館 

第２部（10:10~11:00） 

１年生･･･シニアクラブの皆様による「折り紙講座」･･･北校舎１階 １年教室 

２年生･･･放課後子ども教室の皆様による「ガラッキー講座」･･･体育館 

３年生･･･くにしま新聞店の皆様による「新聞の見出し川柳講座」･･･北校舎２階 ３年教室 

４年生･･･歴史民俗資料館長谷学芸員さんによる「小島三郎講座」･･･南校舎３階 木の部屋 

５年生･･･消防署員の皆様による「救命講習講座」･･･2 階 中央廊下 

６年生･･･稲羽中学校吹奏楽部の皆様による「ようこそ先輩講座」･･･西校舎２階 音楽室 

 ※小島三郎先生･･･郷土の偉人、伝染病予防、インフルエンザウィルス研究の第一人者。下中屋村出身 
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